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貴社の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）●貴社の景況
令和８年７～９月期の「貴社の景況判断」ＢＳＩを全産業でみると、大企業は5.3％ポ
イントとなり、令和８年１～３月期以来２期ぶりの「上昇」超となっています。続いて、
中堅企業は「上昇」超、中小企業は「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業は「上昇」超で推移する見通しとなり、
中小企業は「下降」超で推移する見通しとなっております。
●国内の景況
令和８年７～９月期の「国内の景況判断」ＢＳＩを全産業でみると、大企業は2.9％ポ
イントとなり、令和８年１～３月期以来２期ぶりの「上昇」超、中堅企業、中小企業は
いずれも「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業は「上昇」超で推移する見通しとなっています。
中堅企業、中小企業はいずれも「下降」超で推移する見通しとなっています。
令和８年９月末時点の「従業員数判断」ＢＳＩを全産業でみると、大企業は26.7％ポ
イントとなり、平成23年９月末以降61期連続の「不足気味」超となり、中堅企業、
中小企業はいずれも「不足気味」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業、中小企業いずれも「不足気味」超で
推移する見通しとなっています。
令和８年度は、4.1%の増収見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増収見込みとなっています。
令和８年度は、2.3％の増益見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増益見込みとなっています。
令和８年度は、11.0％の増加見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増加見込みとなっています。

令和８年7－9月期調査

対象企業数
回答企業数
回　収　率

法人企業景気予測調査
（内閣府・財務省）

法人企業景気予測調査は、わが国の経済活動の主要部分を占める企業活動を把握することにより、経済の現状
および今後の見通しに関する基礎資料を得ることを目的として四半期ごとに調査しています。なお、資本金、
出資金または基金（以下、「資本金」といいます）1千万円以上の法人（ただし、電気・ガス・水道業および金融業、
保険業は資本金1億円以上）を対象としています。以下は、令和８年７－９月期調査結果の概要です。

（注）本調査において大企業とは資本金10億円以上の企業を、中堅企業とは資本金1億円以上10億円未満
の企業を、中小企業とは資本金1千万円以上1億円未満の企業をいいます。

景　　況

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和9年1～3月
見通し

令和８年４～6月
前回調査

国内の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和8年7～9月
現状判断

令和9年1～3月
見通し

令和８年４～6月
前回調査

令和8年7～9月
現状判断

令和8年10～12月
見通し

令和8年10～12月
見通し
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▲1.0
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   5.3
   7.6
   4.2
   0.8
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   1.5
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▲10.3
▲11.0

   2.9
   3.8
   2.5
   ▲4.3
▲2.6
▲4.8
▲19.2
▲16.0
▲19.7

▲0.5
▲1.8
   0.0
▲3.9
▲10.8
▲2.1
▲17.6
▲16.5
▲17.8

▲4.5
▲6.4
▲3.6
▲14.3
▲17.5
▲13.4
▲28.2
▲29.5
▲27.9

   6.0
   5.8
   6.1
   5.0
   5.2
   4.9
▲2.8
   0.1
▲3.3

   2.4
   2.0
   2.6
▲0.7
   2.0
▲1.3
▲13.6
▲10.6
▲14.2

14,448社
11,244社
　77.8％

設備投資

雇　　用

売 上  高

経常利益

消
費
税
減
税
に
関
す
る
税
制
改
正
大

綱
、閣
議
決
定

税
　
　
務

去
る
９
月
15
日
、
政
府
は
「
飲
食

料
品
消
費
税
率
の
臨
時
的
な
引
下
げ

及
び
就
業
者
負
担
軽
減
支
援
金
の
導

入
に
関
す
る
大
綱
」
を
閣
議
決
定
し

た
。中

低
所
得
の
現
役
勤
労
者
の
負
担

軽
減
の
た
め
の
「
所
得
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
給
付
」
を
行
う
新
た
な
制

度
と
し
て
、
就
業
者
負
担
軽
減
支
援

金
（
以
下
、「
支
援
金
」
と
い
う
）

を
２
０
２
９
年
度
に
本
格
導
入
す
る

に
あ
た
り
、そ
れ
ま
で
の
「
つ
な
ぎ
」

と
し
て
、
ま
ず
は
、
来
年
４
月
か
ら
、

２
年
間
に
限
っ
た
飲
食
料
品
に
係
る

消
費
税
率
の
臨
時
的
な
引
下
げ
と
飲

食
料
品
に
係
る
消
費
税
１
％
相
当
分

の
範
囲
で
実
施
す
る
支
援
金
制
度
を

組
み
合
わ
せ
て
行
う
も
の
。

消
費
税
減
税
に
関
す
る
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
。

飲
食
料
品
に
係
る
２
年
間
の
消
費

税
率
引
下
げ

⑴　
期　
間

２
０
２
７
年
４
月
１
日
か
ら
２
０

２
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
と

す
る
。

⑵　
対
象
範
囲

現
行
の
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と

な
っ
て
い
る
飲
食
料
品
を
対
象
と
す

る
。税

率
１
％
の
対
象
と
な
る
飲
食
料

品
の
範
囲
は
、
税
率
８
％
時
か
ら
変

更
は
な
く
、
税
率
８
％
の
軽
減
税
率

が
適
用
さ
れ
て
い
る
「
週
２
回
以
上

発
行
さ
れ
る
新
聞
の
定
期
購
読
分
」

に
つ
い
て
は
、
今
般
の
税
率
引
下
げ

の
対
象
外
と
す
る
。

⑶　
税　
率

１
％
（
国
税
０
・
７
８
％
と
地
方

税
０
・
２
２
％
相
当
分
の
合
計
）
と

す
る
。

⑷　
適
格
請
求
書
等

対
象
と
な
る
飲
食
料
品
の
譲
渡
を

行
い
、
ま
た
は
譲
渡
を
受
け
た
場
合

に
お
け
る
適
格
請
求
書
、
仕
入
明
細

書
そ
の
他
の
書
類
の
「
適
用
税
率
」

の
欄
に
は
特
例
税
率
を
、「
消
費
税

額
等
」
の
欄
に
は
特
例
税
率
に
基
づ

く
消
費
税
額
等
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
記

載
す
る
も
の
と
す
る
。

実
施
の
た
め
の
所
要
の
措
置

⑴　
本
則
課
税
事
業
者
に
移
行
す
る

場
合
の
特
例

還
付
申
告
が
可
能
な
本
則
課
税
に

移
行
す
る
場
合
、届
出
の
提
出
期
限
を

「
課
税
期
間
の
末
日
」
に
後
ろ
倒
す

特
例
や
、 

簡
易
課
税
の
い
わ
ゆ
る
２

年
縛
り
を
解
除
す
る
特
例
を
設
け
る
。

⑵　
簡
易
課
税
制
度
の
特
例

簡
易
課
税
制
度
の
適
用
事
業
者
に

よ
る
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
飲
食

料
品
の
販
売
に
つ
い
て
、
税
額
が
発

生
し
な
い
特
例
を
設
け
る
（
売
上
税

額
と
同
額
の
仕
入
税
額
を
控
除
）。

⑶　
総
額
表
示
義
務
の
特
例

消
費
者
に
と
っ
て
は
総
額
表
示
が

わ
か
り
や
す
い
こ
と
も
踏
ま
え
、
総

額
表
示
義
務
は
維
持
し
つ
つ
、
総
額

表
示
に
た
だ
ち
に
対
応
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
、
税
率
変
更
の
前
後
の

最
大
各
２
カ
月
間
、
飲
食
料
品
は

８
％
ま
た
は
１
％
で
の
総
額
が
表
示

さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
こ
と
と
す
る

（
実
際
の
支
払
額
と
誤
認
さ
せ
な
い

措
置
の
実
施
が
条
件
）。

⑷　
中
間
申
告
制
度
の
特
例

来
年
４
月
以
降
の
中
間
申
告
に
つ

い
て
、
新
税
率
（
１
％
）
で
再
計
算

し
た
前
年
税
額
に
基
づ
く
中
間
申
告

を
可
能
と
す
る
。

⑸　
予
約
販
売・
通
信
販
売
の
経
過

措
置

定
期
供
給
契
約
に
よ
る
予
約
販
売

（
例
：
１
年
分
の
代
金
を
先
払
い
し

て
お
け
ば
、旬
の
食
材
が
毎
月
届
く
）

に
つ
い
て
は
、
来
年
１
月
１
日
前
に

契
約
を
締
結
し
、
来
年
４
月
１
日
前

に
対
価
を
領
収
し
て
い
る
場
合
、
引

下
げ
前
の
税
率
（
８
％
）
を
適
用
し
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川
崎
重
工
の
架
空
発
注

事
件（
前
編
）

 

樋
口　

晴
彦

管
理
部
門
必
修

リ
ス
ク
管
理
講
座

川
崎
重
工
の
２
０
２
３
年
度
の
防
衛

関
連
売
上
は
２
、８
８
５
億
円(

会
社

全
体
の
15
・
６
％)

に
達
し
、
金
額
的

に
も
三
菱
重
工
に
次
ぐ
第
２
位
で
す
。

同
社
の
神
戸
造
船
工
場
で
は
潜
水
艦

を
建
造
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
修
理
も

同
工
場
の
修
繕
部
で
行
っ
て
い
ま
す
。

修
理
工
事
は
船
体
・
機
関
な
ど
５
分
野

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
進
捗

管
理
を
担
当
す
る
「
工
担
」
が
選
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
２
月
、
大
阪
国
税
局
か

ら
指
摘
を
受
け
た
こ
と
で
本
事
件
が

発
覚
し
ま
し
た
。
工
担
が
外
部
業
者

に
架
空
発
注
を
行
っ
て
裏
金
を
捻
出
し

た
う
え
で
、
別
の
物
品
を
不
正
に
納

入
さ
せ
た
り
、
プ
ー
ル
さ
せ
て
お
い
た

裏
金
を
飲
食
に
費
消
し
た
り
し
て
い
た

の
で
す
。

本
件
不
正
は
遅
く
と
も
約
40
年

前
（
１
９
８
５
年
頃
）
か
ら
続
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
度
か
ら

２
０
２
３
年
度
ま
で
の
直
近
６
年
間
だ

け
で
も
架
空
発
注
額
は
約
17
億
円
に

達
し
、
こ
の
う
ち
約
12
・
４
億
円
が

川
崎
重
工
側
に
還
流
し
、
業
者
側
も

約
４・５
億
円
の
マ
ー
ジ
ン
を
得
て
い
た

と
さ
れ
ま
す
。

架
空
発
注
の
対
象
は
「
養
生
材
」

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
修
理
工
事
に

際
し
、
ど
れ
く
ら
い
の
養
生
材
が
必

要
と
な
る
か
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で

あ
り
、
恣
意
的
に
金
額
を
操
作
す
る

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
う
え
に
、
消
耗
品

扱
い
で
ど
ん
ど
ん
廃
棄
さ
れ
、
証
拠
が

残
ら
な
い
こ
と
が
好
都
合
だ
っ
た
の
で

す
。不

正
行
為
の
発
端
は
、
潜
水
艦
の

乗
員
が
要
望
し
た
物
品
（
整
備
業
務

用
の
安
全
靴
・
合
羽
・
工
具
や
、
装

備
品
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
ケ
ー
ブ
ル
、

照
明
器
具
等
）
を
不
正
に
調
達
し
た
こ

と
で
し
た
。
こ
う
し
た
物
品
は
防
衛

省
が
本
来
支
給
す
べ
き
で
す
が
、
支

給
さ
れ
な
い
、
数
が
不
足
し
て
い
る
、

品
質
が
不
十
分
な
ど
の
問
題
が
常
態

化
し
て
い
た
の
で
す
。

自
衛
隊
側
の
工
事
監
督
官
も
こ
う

し
た
不
正
な
調
達
を
認
識
し
て
い
た

ば
か
り
で
な
く
、
自
ら
も
不
正
に
関

与
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
意
味
で
、

現
行
の
調
達
制
度
の
不
備
を
補
う「
必

要
悪
」
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
。
川
崎
重
工
に
と
っ
て
も

自
衛
隊
は
「
お
得
意
様
」
で
あ
る
う

え
に
、
国
防
の
た
め
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
も
存

在
し
た
よ
う
で
す
。

約
20
年
前
（
２
０
０
５
年
頃
）に
は
、

川
崎
重
工
の
現
場
作
業
員
が
修
理
工

事
に
必
要
と
す
る
物
品（
工
具
類
な
ど
）

も
裏
金
で
不
正
調
達
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
事
情
は
前
記
と
同
様
で

あ
り
、
正
規
の
調
達
手
続
が
あ
ま
り

に
煩
雑
な
う
え
に
、
購
入
許
可
が
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
、
調
達
に
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
っ

た
た
め
で
す
。

さ
ら
に
裏
金
の
使
途
は
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
、
乗
員
の
私
物
品
（
ゴ
ル
フ
用

品
、
腕
時
計
、
釣
具
等
）
や
、
乗
員

側
と
の
関
係
構
築
の
た
め
開
催
さ
れ

る
懇
親
会
の
費
用
に
ま
で
裏
金
が
支

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
物
品
や
懇
親
会
に
費
消
さ
れ
た
金

額
の
合
計
は
、
直
近
６
年
間
で
少
な

く
と
も
５・８
億
円
に
達
し
て
い
ま
し

た
。も

と
も
と
「
必
要
悪
」
と
し
て
始

ま
っ
た
こ
と
が
、
な
し
崩
し
的
に
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
の
は
ど
う
し
て

で
し
ょ
う
か
。
不
正
と
承
知
し
た
う
え

で
裏
金
を
扱
っ
て
い
れ
ば
、
関
係
者
の

感
覚
が
少
し
ず
つ
麻
痺
し
て
い
く
こ
と

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
裏
金
の
使
い
道

に
は
何
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
存
在
し
な

い
以
上
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
必

ず
腐
敗
し
て
い
く
の
で
す
。
本
事
件

で
も
一
部
の
工
担
は
、
自
分
の
私
物
品

（
Ｐ
Ｃ
、
ゴ
ル
フ
用
品
、
家
電
製
品
等
）

を
業
者
に
依
頼
し
た
り
、
私
的
な
飲

食
費
や
ゴ
ル
フ
場
利
用
料
を
ツ
ケ
回
し

し
た
り
す
る
な
ど
の
背
任
行
為
を
手

掛
け
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

後
編
で
は
こ
の
よ
う
な
不
正
を
ど
う

防
ぐ
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
研
究
学
会
理
事
　
博
士（
政
策
研
究
）

て
申
告
納
税
す
る
経
過
措
置
を
設
け

る
（
通
信
販
売
に
つ
い
て
も
、
来
年

１
月
１
日
前
に
条
件
提
示
、
来
年
４

月
１
日
前
に
申
込
み
を
受
け
た
場

合
、
同
様
の
経
過
措
置
と
す
る
）。

農
林
漁
業
者
等
へ
の
対
応

飲
食
料
品
に
係
る
消
費
税
率
の
臨

時
的
な
引
下
げ
の
影
響
を
受
け
る
農

林
漁
業
者
や
食
品
事
業
者
、
外
食
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
資
金
繰
り
支
援

等
の
対
応
を
行
う
。＊

ま
た
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
に
て
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｑ
＆
Ａ
を
ま
と
め

た
「
消
費
税
率
引
下
げ
特
設
サ
イ

ト
」が
開
設
さ
れ
て
い
る（https://

w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/ta
x

e
s/

sh
iraberu

/zeim
oku

betsu
/

sh
o

h
i/k

e
ig

e
n

ze
iritsu

/
zeiritsuhikisage.htm

）。

金
融
資
産
の
減
損
に
関
す
る
会
計
基
準

等
、次
回
公
表
議
決
へ
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
９
月
17
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
８
４
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

金
融
資
産
の
減
損

前
回
親
委
員
会
（
２
０
２
６
年
10

月
１
日
号
（
№
１
７
８
８
）
情
報
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、

金
融
資
産
の
減
損
に
関
す
る
会
計
基

準
に
関
す
る
審
議
が
行
わ
れ
た
。

公
開
草
案
を
再
度
公
表
す
る
必
要

性
の
有
無
な
ら
び
に
、
前
回
聞
か
れ

た
意
見
を
踏
ま
え
て
の
文
案
等
の
修

正
案
が
示
さ
れ
、
検
討
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ

た
。次

回
（
10
月
５
日
開
催
予
定
）
公

表
議
決
予
定
。

継
続
企
業

前
回
親
委
員
会
（
２
０
２
６
年
10

月
１
日
号
（
№
１
７
８
８
）
情
報
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、

継
続
企
業
に
関
す
る
会
計
基
準
に
つ

い
て
文
案
等
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
特
段
異
論
は
聞
か

れ
な
か
っ
た
。

次
回
、
監
査
基
準
に
関
す
る
議
論

と
の
関
係
を
確
認
し
た
い
点
を
踏
ま

え
て
審
議
を
行
う
予
定
。

適
用
後
レ
ビ
ュ
ー

⑴　
評
価
対
象
の
選
定

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
適
正
手
続
規
則
で
は
、

「
重
要
と
認
め
ら
れ
る
新
規
の
企
業

会
計
基
準
等
の
開
発
及
び
既
存
の
会

計
基
準
等
の
改
正
を
行
っ
た
と
き
は
、

投
資
家
、
財
務
諸
表
作
成
者
、
監
査
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人
に
与
え
た
影
響
を
評
価
す
る
目
的

で
、
適
用
後
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

適
用
後
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
評
価
対
象
と
な
る
会
計
基

準
等
の
選
定
に
お
い
て
、
ど
れ
だ
け

広
範
な
会
社
に
影
響
す
る
か
（
広
範

さ
）
と
意
思
決
定
関
連
性
に
与
え
る

影
響
度
（
意
思
決
定
関
連
性
）
の
観

点
か
ら
、
次
の
基
準
等
が
候
補
と
し

て
示
さ
れ
た
。

・「
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
」

等
・「
会
計
上
の
見
積
り
の
開
示
に
関
す

る
会
計
基
準
」

事
務
局
か
ら
は
、
広
範
さ
お
よ
び

意
思
決
定
関
連
性
が
と
も
に
高
い
こ

と
か
ら
、
収
益
認
識
会
計
基
準
を
評

価
対
象
と
す
る
提
案
が
示
さ
れ
た
。

見
積
開
示
会
計
基
準
は
、
意
思
決
定

関
連
性
が
中
程
度
で
あ
り
、
開
示
に

限
定
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
。

⑵　
評
価
プ
ロ
セ
ス

そ
の
場
合
の
評
価
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
、
次
の
案
が
示
さ
れ
た
。

①　
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
が
収
益
認
識
会

計
基
準
の
適
用
に
よ
る
影
響
の
調

査
報
告
書
の
た
た
き
台
を
作
成
し
、

こ
れ
を
も
と
に
企
業
会
計
基
準
諮

問
会
議
の
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
関
連
諸

団
体
等
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
。

②　
①
の
意
見
聴
取
の
結
果
を
取
り
ま

と
め
、
追
加
的
な
意
見
が
な
い
か
の

確
認
を
行
う
目
的
で
、
広
く
利
害
関

係
者
に
対
し
て
情
報
要
請
を
行
う
。

＊

委
員
か
ら
は
賛
意
が
聞
か
れ
、
今

後
、
お
お
む
ね
事
務
局
案
の
方
針
で

進
め
ら
れ
る
予
定
。

排
出
量
取
引
制
度
に
お
け
る
共
同
届
出

等
の
会
計
処
理
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

会
　
　
計

金
融
商
品
の
分
類
と
測
定
に
関
す
る

検
討
、進
む
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

去
る
９
月
14
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
８
１
回
実
務
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

前
回
専
門
委
員
会
（
２
０
２
６
年

９
月
10
日
号
（
№
１
７
８
６
）
情
報

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、

排
出
量
取
引
制
度
に
係
る
会
計
上
の

取
扱
い
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

共
同
届
出
を
行
う
場
合
の
会
計
処
理

排
出
量
取
引
制
度
で
は
、
制
度
対

象
事
業
者
の
子
会
社
等
と
一
体
的
に

排
出
目
標
量
等
の
届
出
が
で
き
る
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
に
、
こ
れ

ま
で
検
討
し
て
き
た
単
独
の
制
度
対

象
事
業
者
の
会
計
処
理
を
、
ど
の
よ

う
に
適
用
す
べ
き
か
検
討
さ
れ
た
。

共
同
届
出
に
お
い
て
は
、
複
数
の

制
度
対
象
事
業
者
で
構
成
す
る
共
同

届
出
体
の
単
位
で
算
定
し
た
排
出
目

標
量
に
基
づ
く
排
出
枠
が
無
償
で
割

り
当
て
ら
れ
、
共
同
届
出
体
の
単
位

で
算
定
し
た
排
出
実
績
量
に
基
づ
き

排
出
枠
の
保
有
義
務
を
履
行
す
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
共
同
届
出
体
の
単

位
で
排
出
削
減
義
務
を
負
う
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
事
務
局
は
、
共
同
届
出
体

の
排
出
実
績
量
が
、
無
償
で
割
り
当

て
ら
れ
た
排
出
枠
の
量
を
共
同
届
出

体
の
単
位
で
上
回
る
、
あ
る
い
は
下

回
る
と
見
込
ま
れ
る
か
に
よ
り
、
費

用
ま
た
は
利
益
を
算
定
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
ま
た
、
そ
の
費
用
ま
た

は
利
益
は
、
共
同
届
出
体
を
構
成
す

る
各
制
度
対
象
事
業
者
の
排
出
実
績

を
反
映
す
る
合
理
的
な
方
法
に
よ
っ

て
配
分
し
、
各
制
度
対
象
事
業
者
が

そ
れ
ぞ
れ
費
用
ま
た
は
利
益
を
計
上

す
る
と
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
共
同
届
出
体
の

費
用
・
利
益
を
計
上
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
の
質
問
が
あ
り
、
事
務
局
は
全
体

の
費
用
を
期
末
日
、
利
益
を
通
知
日

に
計
上
し
て
か
ら
、
各
社
で
損
益
を

配
分
す
る
想
定
で
あ
る
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
専
門
委
員
か
ら
利
益
に
対

す
る
Ｂ
Ｓ
上
の
相
手
科
目
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
、
事
務
局
は
特
定
の
科
目

を
想
定
し
て
い
な
い
も
の
の
仮
勘
定

の
性
質
を
持
つ
と
回
答
し
た
。

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
取
扱
い

排
出
量
取
引
制
度
に
お
い
て
排
出

実
績
量
か
ら
控
除
で
き
る
手
段
と
し

て
の
国
内
取
引
の
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト

お
よ
び
海
外
取
引
の
Ｊ
Ｃ
Ｍ
ク
レ

ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
会
計
上
の
取
扱

い
の
検
討
を
行
っ
た
。

事
務
局
の
分
析
で
は
、
Ｊ
―
ク
レ

ジ
ッ
ト
等
は
、
排
出
削
減
義
務
の
な

い
報
告
制
度
で
の
利
用
目
的
や
市
場

で
の
売
買
目
的
等
の
面
で
、
排
出
量

取
引
制
度
の
み
で
利
用
可
能
な
排
出

枠
よ
り
も
汎
用
性
が
あ
る
と
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
制
度
対
象
事
業
者

が
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
を
無
効
化（
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
登
録
簿
に
お
い
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
移
転
で
き
な
い
状
態
に
す

る
こ
と
）
し
た
場
合
に
は
、
割
当
年

度
の
排
出
実
績
量
に
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ

ト
等
の
無
効
化
に
よ
る
排
出
量
の
控

除
を
反
映
す
る
提
案
を
行
っ
た
。

専
門
委
員
か
ら
異
論
は
聞
か
れ
な

か
っ
た
。

東
京
都
の
排
出
量
取
引
制
度
に

係
る
取
扱
い

事
務
局
は
、
東
京
都
の
排
出
量
取

引
制
度
の
よ
う
な
既
存
の
排
出
削
減

義
務
の
あ
る
制
度
に
つ
い
て
、
現
在

検
討
中
の
新
た
な
実
務
対
応
報
告
を

準
用
し
、
Ｇ
Ｘ
推
進
法
に
基
づ
く
排

出
量
取
引
制
度
と
の
相
違
点
を
反
映

し
て
適
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
市
場
価
格

の
な
い
東
京
都
の
排
出
量
取
引
制
度

に
お
い
て
、
適
切
な
取
引
価
格
を
用

い
て
会
計
処
理
を
行
う
こ
と
も
提
案

し
た
。
専
門
委
員
か
ら
異
論
は
聞
か

れ
な
か
っ
た
。

＊

９
月
17
日
開
催
の
第
５
８
４
回
親

委
員
会
で
も
同
内
容
が
審
議
さ
れ
、

異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

次
回
は
文
案
を
検
討
す
る
予
定
。

去
る
９
月
16
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
２
６
２
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

前
回
専
門
委
員
会
（
２
０
２
６
年

９
月
20
日
号
（
№
１
７
８
７
）
情
報

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）に
引
き
続
き
、

金
融
商
品
の
分
類
お
よ
び
測
定
に
関

す
る
会
計
基
準
に
関
す
る
審
議
が
行
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株
主
提
案・委
任
状
勧
誘
に
関
す
る

規
則
の
改
正
案
、公
表
─
Ｓ
Ｅ
Ｃ

国
際
会
計

米
景
気
の
強
さ
で
長
期
化
す
る
高
金
利

金
　
　
融

わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

個
別
の
定
め
を
設
け
る
金
融
商
品

第
２
５
９
回
専
門
委
員
会
（
２
０

２
６
年
８
月
10
日
号
（
№
１
７
８
４
）

情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
て
、

優
先
的
に
検
討
を
行
う
フ
ェ
ー
ズ
１

（
減
損
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
残
課
題
で

あ
る
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
の
適
用

範
囲
と
関
連
す
る
領
域
）
の
対
象
と

な
る
金
融
商
品
の
分
類
ア
プ
ロ
ー
チ

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
事
務
局
は
次

の
提
案
を
し
て
い
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
要
件
を
適
用
し
た
場
合

と
同
様
の
結
果
（
組
込
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
の
区
分
処
理
の
影
響
を
除
く
）
と

な
る
よ
う
に
金
融
資
産
の
種
類
ご
と

に
個
別
の
定
め
を
設
け
る
。
こ
の
場

合
、
明
ら
か
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金

融
商
品
」
の
Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
要
件
を
満
た

さ
な
い
（
実
効
金
利
法
に
よ
る
償
却

原
価
で
測
定
す
る
こ
と
に
適
さ
な
い
）

も
の
に
つ
い
て
、
Ｆ
Ｖ
Ｐ
Ｌ
で
測
定

す
る
よ
う
に
個
別
の
定
め
を
設
け
る
。

事
務
局
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、

Ｆ
Ｖ
Ｐ
Ｌ
で
測
定
す
る
よ
う
に
個
別
の

定
め
を
設
け
る
候
補
と
な
る
図
表
の

金
融
商
品
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

（図表）　個別の定めを設ける金融商品に関する事務局分析
個別の定めを設ける候補となる金融商品 事務局分析

⑴ 金利改定頻度と参照金利のテナーが一致しない債権および債券等
個別の定めを設けつつ、一定の場合に
は反証可能。

⑵
早期償還が元本残高および当該残高に
対する利息の支払を実質的に反映しな
い金額で行われる債権および債券等

個別の定めを設ける。

⑶
国の破綻処理機関が特定の状況におい
て保有者に損失を課す権限を有している
債権および債券等

国の破綻処理機関からの要求により金
融商品の保有者に損失を課すという契
約条件は真正ではないものとみなすこ
ととし、結果的に個別の定めを設けない。

⑷ 利息の繰延条項が付された債権および債券等 一定の場合に個別の定めを設ける。

⑸ 利息の支払停止条項が付された債権および債券等 個別の定めを設ける。

⑹ 偶発的な要素により金利が調整される債権および債券等
一定の債権および債券等については個
別の定めを設ける。

⑺ 原資産の稼働状況に連動するノンリコース要素を含む債権および債券等 個別の定めを設ける。

⑻
原資産プールがSPPI要件を満たさない
金融商品で構成される契約上リンクして
いる債権および債券等

個別の定めを設ける。

⑼ 債券と同様に取り扱われる種類株式 フェーズ1の対象外とし、フェーズ2に
おいてあらためて検討する。

⑽
信託財産構成物である金融資産の委託
者である企業における譲渡金融資産の
残存部分

フェーズ1の対象外とし、フェーズ2に
おいてあらためて検討する。

去
る
９
月
16
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
株

主
提
案
・
委
任
状
勧
誘
に
関
す
る
次

の
提
案
を
行
っ
た
。

１
９
３
４
年
証
券
取
引
法
規
則
の

改
廃

⑴　
14
ａ
―
８
の
廃
止

Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
（
連
邦
ル
ー
ル
）
で

あ
る
規
則
14
ａ
―
８
（
上
場
企
業
に

対
し
、
条
件
を
満
た
す
株
主
提
案
を

招
集
通
知
に
記
載
す
る
よ
う
義
務
づ

け
）
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
株
主
提
案

の
規
制
は
各
州
や
企
業
の
規
定
に
委

ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
議
案
を
投

票
に
付
す
た
め
の
条
件
が
、
企
業
の

設
立
州
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に
な

る
。Ｓ

Ｅ
Ｃ
の
ポ
ー
ル
・
ア
ト
キ
ン
ス

委
員
長
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
は
株
主
の
議

決
権
行
使
を
規
制
す
る
法
的
権
限
が

な
く
、
こ
の
問
題
は
州
が
管
轄
す
る

ほ
う
が
適
切
だ
と
述
べ
た
。

⑵　
14
ａ
―
４
⒞
の
改
正

規
則
14
ａ
―
４
⒞
（
規
則
14
ａ
―

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
は
９
月
16
日
の
連
邦
公
開
市

場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で
、
フ
ェ

デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｆ
Ｆ
）
金
利

誘
導
目
標
を
０
・
２
５
％
ポ
イ
ン
ト

引
き
上
げ
、
３
・
７
５
〜
４
・
０
０
％

と
し
た
。
７
月
会
合
で
は
３
人
が
利

上
げ
を
主
張
し
、
９
対
３
で
据
え
置

き
を
決
め
た
が
、
今
回
は
全
会
一
致

と
な
っ
た
。
た
だ
、
重
要
な
の
は
利

上
げ
そ
の
も
の
よ
り
、
同
時
に
示
さ

れ
た
今
後
の
金
利
見
通
し
で
あ
る
。

２
０
２
７
年
末
の
Ｆ
Ｆ
金
利
中
央
値

は
６
月
の
３
・
６
％
か
ら
４
・
１
％
へ
、

２
０
２
８
年
末
も
３
・
４
％
か
ら
３
・

９
％
へ
、
と
も
に
０
・
５
％
ポ
イ
ン
ト

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
声
明
は
、
経
済

活
動
が
堅
調
で
、
国
内
支
出
は
底
堅

く
、
生
産
性
と
設
備
投
資
も
強
い
と

評
価
し
た
。
経
済
見
通
し
で
も
、
景

気
や
雇
用
の
悪
化
リ
ス
ク
を
挙
げ
た

参
加
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

一
方
、
総
合
Ｐ
Ｃ
Ｅ
物
価
の
上
振

れ
リ
ス
ク
は
ほ
ぼ
全
員
が
指
摘
し
、

６
月
か
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
、
景
気
悪
化
へ
の
警
戒
が
大
き
く

専
門
委
員
か
ら
、
⑶
に
つ
い
て
、

個
別
の
定
め
を
設
け
な
い
意
見
と
、

個
別
の
定
め
を
設
け
つ
つ
一
定
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
提
供
す
る
べ
き
と
の
意

見
の
、
ど
ち
ら
も
聞
か
れ
た
。

９
月
17
日
開
催
の
第
５
８
４
回
親

委
員
会
で
も
同
様
の
審
議
が
行
わ

れ
、「
⑶
に
つ
い
て
個
別
の
定
め
を

設
け
な
い
と
し
て
い
い
の
か
、
今
後

も
検
討
を
」と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

８
を
使
わ
ず
に
株
主
が
提
案
し
た
議

案
に
つ
い
て
、
会
社
が
そ
の
議
案
を

招
集
通
知
に
載
せ
て
い
な
く
て
も
、

受
け
取
っ
た
委
任
状
を
使
っ
て
そ
の

議
案
に
投
票
す
る
こ
と
を
制
限
す
る

し
く
み
が
あ
る
）」
の
改
正
提
案
は
、

株
主
総
会
で
提
示
さ
れ
た
も
の
の
招

集
通
知
に
含
ま
れ
て
い
な
い
事
項
に

つ
い
て
、
企
業
に
は
裁
量
的
な
委
任

状
権
限
を
与
え
つ
つ
、
株
主
に
は
そ

の
権
限
を
付
与
し
な
い
手
段
を
提
供

し
て
い
る
。

委
任
状
規
則
の
改
正

委
任
状
勧
誘
プ
ロ
セ
ス
の
近
代
化

を
目
的
と
し
て
、
企
業
が
証
券
保
有

者
に
対
し
て
年
次
報
告
書
を
提
出
す

る
義
務
の
廃
止
な
ど
の
４
項
目
の
改

正
を
提
案
し
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
募
集

コ
メ
ン
ト
の
募
集
期
間
は
、
提
案

が
連
邦
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
60

日
間
で
あ
る
。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考

2026年
９月15日

金融庁告示68号
企業内容等の開示に関する内閣府
令第十九条の九第五項に規定する
サステナビリティ開示基準を指定
する件の一部を改正する件

金融庁

SSBJが2026年6月11日に公表したサステナビリティ開示実務対応基準1号
「温対法におけるSHK制度の定める方法により測定し報告する温室効果ガス
排出を用いて『気候基準』の定めに従う場合の開示」を開示府令に規定するサ
ステナビリティ開示基準として指定するもの。
https://www.fsa.go.jp/news/r8/shouken/20260915/20260915.html

2026年
９月15日

「財務諸表等の用語、様式及び作成
方法に関する規則等の一部を改正
する内閣府令（案）」等

金融庁

ASBJからの改正法人税等会計基準等、および実務対応報告公開草案74号（実
務対応報告45号の改正案）「資金決済法における特定の電子決済手段の会計
処理及び開示に関する当面の取扱い（案）」等の公表に伴い、財規等および財規
ガイドライン等の所要の改正を行うもの。また、ASBJが2026年７月７日ま
でに公表した改正金融商品会計基準等および改正法人税等会計基準等を、財
規等に規定する一般に公正妥当と認められる会計基準とする告示改正案も公
表されている。コメント期限は10月16日。
https://www.fsa.go.jp/news/r8/sonota/20260915-2.html

2026年
９月15日

テクノロジー委員会研究文書14号
「監査へのデータアナリティクス
活用に関する研究文書」

JICPA

被監査会社のデジタル化の進展により、監査証跡の電子データへの移行や
非財務情報の活用場面が広がり、AIの技術とサーバ環境の向上により、監査
の品質および効率性が高まっていく状況のなか、監査におけるデータアナリ
ティクスの重要性および活用方法を明らかにし、会計監査の現場における有
用性を示すことを目的として作成されたもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20260915ajg.html

特集
取引実態と会計判断の接続が肝心

収益認識実務の
再点検

5ステップにおける実務上の確認事項を整理
なぜいま収益認識実務を
再点検するのか
過年度訂正事例からみえてくる
収益認識実務における
再点検のポイント
限られたリソースで機能させるために
収益認識実務の再点検を
実務に定着させるポイント

収益認識会計基準は、2021年4月1日開始年度からの適用から一定期間が経過して
いる。適用初年度に整理した会計処理を前提に実務が運用されている企業も多いと思
われるが、収益認識の判断については、企業の事業内容や販売形態、契約条件などと
いったビジネスの変化に伴って、その取引実態を適切に会計処理が反映しているかを、
継続的に点検していく必要がある。
そこで、本特集では、リソースに限りがあり、毎期網羅的に点検することのできない企業
のために、取引実態の変化の兆候を捉え、会計処理の判断を適時に見直すしくみや、過年
度訂正事例等をもとにどのような見直すべき点が考えられるか、解説していただいた。

第1章

第2章

第3章

監査法人アヴァンティア　公認会計士

藤田　憲三
監査法人アヴァンティア　公認会計士

板橋　由尚

後
退
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
景

気
が
強
け
れ
ば
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
景
気
悪

化
を
恐
れ
て
利
下
げ
を
急
ぐ
必
要
が

小
さ
く
な
る
。
今
回
の
利
上
げ
は
、

景
気
の
底
堅
さ
を
背
景
に
、
物
価
上

昇
率
を
２
％
目
標
へ
よ
り
適
時
に
戻

す
狙
い
と
み
ら
れ
る
。

２
０
２
７
年
は
総
合
Ｐ
Ｃ
Ｅ
物
価

上
昇
率
が
２
０
２
６
年
の
３
・
７
％

か
ら
２
・
３
％
へ
低
下
す
る
一
方
、
成

長
率
は
２
・
４
％
、
失
業
率
は
４
・

１
％
と
見
込
む
。
高
金
利
が
続
い
て

も
景
気
や
雇
用
は
大
き
く
悪
化
せ

ず
、
総
合
Ｐ
Ｃ
Ｅ
物
価
上
昇
率
は

２
０
２
８
年
に
２
・
１
％
、
２
０
２
９

年
に
２
・
０
％
へ
低
下
す
る
見
通
し
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
お
り
に
な

る
と
は
限
ら
な
い
。
需
要
が
強
い
ま

ま
で
あ
れ
ば
、
４
％
前
後
の
金
利
で

も
物
価
を
十
分
に
抑
え
ら
れ
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
反
対
に
、
高
金
利
の

影
響
が
遅
れ
て
企
業
の
投
資
や
雇
用

に
表
れ
れ
ば
、
景
気
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
予

想
以
上
に
悪
化
し
か
ね
な
い
。

参
加
者
の
政
策
金
利
見
通
し
は
決

定
事
項
で
は
な
く
、
今
後
の
景
気
や

物
価
に
よ
っ
て
変
わ
る
。そ
れ
で
も
、

景
気
が
悪
く
な
れ
ば
金
利
は
す
ぐ
下

が
る
と
の
前
提
は
置
き
に
く
い
。
企

業
の
借
入
れ
や
借
換
え
、
設
備
投
資

で
は
、
２
０
２
７
年
ま
で
米
金
利
が

高
止
ま
り
す
る
可
能
性
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

世
界
同
時
利
上
げ
と
株
価
の
今
後

証
　
　
券

議
で
あ
る
。
９
月
中
旬
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ

（
欧
州
中
央
銀
行
）、
米
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）、
日
本
銀
行

は
相
次
い
で
金
融
政
策
決
定
会
議

を
開
き
、
揃
っ
て
政
策
金
利
を
０
・

２
５
％
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

主
要
国
の
株
価
は
上
昇
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
主
要
国
の
同
時

利
上
げ
が
、
世
界
の
株
価
の
転
機
と

な
っ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
主

要
国
は
利
上
げ
が
今
後
も
続
く
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は

今
回
の
利
上
げ
実
施
と
同
時
に
年
内

の
再
利
上
げ
を
表
明
し
た
。
日
本
銀

行
は
利
上
げ
を
続
け
、
そ
の
間
隔
が

狭
ま
る
と
表
明
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、
政
策
金
利
の
動
向
に

影
響
を
及
ぼ
し
そ
う
な
の
は
、
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
の
行
動
で
あ
る
。
米

政
策
金
利
に
つ
い
て
大
統
領
は
か
ね

て
か
ら
利
下
げ
を
主
張
し
て
き
た

が
、
今
回
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
利
上
げ
に
踏
み

切
り
、
さ
ら
に
次
の
利
上
げ
も
表
明

し
て
い
る
。
支
持
率
低
迷
と
中
間
選

挙
の
敗
北
に
お
び
え
る
大
統
領
が
Ｆ

Ｒ
Ｂ
に
黙
っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
株
価
、債
券
相
場
、

円
相
場
な
ど
に
は
ま
だ
波
乱
が
あ
り

そ
う
だ
。

９
月
の
世
界
株
式
市
場
で
は
、
株

価
・
株
価
指
数
は
ダ
ウ
ン
ト
レ
ン
ド

へ
移
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
が
始
め
た
イ
ラ
ン
と
の
停

戦
交
渉
は
一
向
に
実
ら
ず
、
反
対
に

イ
ラ
ン
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
を

再
強
化
し
た
。
こ
の
結
果
、
原
油
市

況
は
上
昇
テ
ン
ポ
を
早
め
、
イ
ン

フ
レ
加
速
化
の
懸
念
が
強
ま
る
な
か

で
、
主
要
国
の
中
央
銀
行
は
政
策
金

利
の
引
上
げ
姿
勢
を
強
め
た
。
金
融

政
策
発
動
の
気
配
に
株
価
の
足
取
り

は
す
っ
か
り
鈍
く
な
り
、
一
進
一
退

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て

緩
や
か
に
低
下
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
株
価
の
動
き
を
代
表
す

る
の
は
日
米
両
国
で
あ
る
。
株
価
は

イ
ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
に
政
策
金
利

の
引
上
げ
を
意
識
し
始
め
た
が
、
一

方
で
株
価
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
Ａ

Ｉ
、
半
導
体
関
連
企
業
の
業
績
動
向

も
頻
繁
に
影
響
す
る
た
め
、
利
上
げ

予
想
の
強
ま
り
で
株
価
の
下
げ
が
大

幅
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、

日
本
だ
け
の
事
情
と
い
っ
て
よ
い

が
、
為
替
相
場
変
動
の
株
価
へ
の
影

響
が
依
然
と
し
て
大
き
い
。

主
要
国
の
政
策
金
利
を
決
定
す
る

の
は
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
決
定
会


